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（凡例） 

特に断りのない限り、本報告書で使用する語句の意味は次のとおりとする。 

○ 「都」：東京都の略 

○ 「区」：文京区の略 

○ 「WG」：ワーキンググループの略 

○ 「初動期」：発災後３時間から 72 時間まで 

○ 「中期」：発災後 72時間から１週間まで 

○ 「後期」：発災後１週間以降 

 


